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沿 革

　昭和15年8月日本遺伝学会は，京城において開催された第131・1｜大会において，満場一・致をもv，てll・1、1／：遺伝学1ヲF

究所設立決議案を可決した．翌16年4月日本学術振興会内に設けられた，第4（遺伝）特別委n会は遺伝学研究の振

興を計ると共に，日本遺伝学会と協力して国立研究所の実現のため努力を捧げた．この特別委r桧は1昭不ll　23年6刀

解散するまで前後17回の委員会を開ぎ，本所の設立の機運を醸成する上に大なる山献をなしたことは周知の如くであ

る．さらに昭和22年5月日本遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し，側而的に国立機1臭1の設げを促進するよう

に努めた．かくして内閣の交代，国会の解散，農地問題，G．H．Q．との交渉の停頓など，幾多の難関に出介ったが，

うまず屈せず折衝を続けた結果，漸く政府及びG．H．Q．の諒解を得て，昭和23年7∫］片lll内匿1の第2国会において

少額ながら初年度予算の通過を見るに至った．しかしこの年は立法上の都合で開設の運びに至らず，翌昭和24年5月

吉田内閣の第5国会になって初めて設置法案が可決され，同年5刀31日文部省設置法の公布となり，それにもとづ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nき6月1日をもって待望10年の国立遺伝学研究所はここに誕生を見るに至ったのである．そこで事務所をとりあえ

ず文部省内に設け事務を開始したが，同年9刀三島rl∫所在の富士産業株式会社所有地23，526坪を買収し，翌月同社

所有の建物1・347坪を借受け，12月1日事務所を同所に移し，研究所の陣容初めてやや備わるに至った．この建物

はその後文部省において購入し（昭和26年3月，12月），内部に大改造を施すと共に外部を補修し，付属建築物の

新設，圃場の整備を行ったが，つづいて昭禾1｜27年度において新館及び調節温室，昭和28年度においてネズミ飼育

室，昭和30年度においてアイソトープ実験室，昭和31年度において微生物実験室，昭和32年度において隔離温室

及び第ニネズミ飼育室，昭和33年度において水田温室等の新設されたことにより，ここにいささか面口を一新し

た．これら研究用施設の拡充，宿舎の増設等については文部省当局，科学技術庁，静岡県，三島市，日本専売公社，

ロックフェラー財団等の同情と援助とに負うところ多大なるものがあったことを銘記しなければならない．

　本所の構成も最初研究部門は第1，第2，第3の3部であったが，1沼和28年度に生化学遺伝部，昭和29年度に

応用遺伝部，昭和30年度に変異遺伝部を増設して形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部，生化学遺伝部，応用遺伝部

変異遺伝部の6部となった．

使 ムロP

　遺伝学研究所とは何をする所か，なぜこれを大学付属にしなかったか，なぜ三島のような不便な土地を選定したか

ということは局外の人々からしぼしば受ける質問である．

　順序としてまず遺伝学の重要性から述べよう．生物の有するすべての形質は，一・見しただけでは解らない生理的形

質をも含めて，遺伝子と細胞質と環境との相η二作用により決定される．最近の研究によれば遺伝子は上は人類より下

はパクテリヤに至るまであらゆる生物体に含まれ，またウイルスにさえ知られ，ひとり遺伝の原基であるぼかりでな

く，実に生命の根原というも過言ではない．かつては細胞が生物体組織の単位であるとされていたが，今日では細胞

の何百万分の1かに過ぎない微細な遺伝子が第1次的単位であることが認められるようになった．このように重要な

遺伝子が細胞質との協同において，いかにして親から子に伝わり，自然的または人為的にいかなる突然変異を起し，

環境の影響が個休形質の表現にいかなる変化を与えるか，遺伝子作用発現の経路はどうか等の問題を研究するのが遺

伝学である．従って遺伝学は生物学の中核ともいうべきもので，分類，形態，組織，解剖，生理，発生，病理等と密

接な関連を有するばかりでなく，応用方而でぱ農学，医学とも不可分の関係をイtし，さらに教育，心理，法律との間

にも重大なつながりを持つ．本所はこのような百要な科学であり，かつ比較／l勺近年発達した学問である遺伝学を，従

来でも世界的に高い水準を保って来た日本の遺伝学の研究を更に一・層推進すると共に，特別研究生，研修生の制度を

設けて新進の研究者を指導育成することを使命としている．将来本所に既設の6部の外更に人類遺伝部，集団遺伝部，

微生物遺伝部等が増設せられ，各部相互間のイ」機的活動にょって遺伝を中心とするあらゆる屯要テーマについて総合

研究を試みるに至ったならば，斯界に…新紀元を画すべき偉大なる業績をあげることも，決して空中楼閣とはいえな

いであろう．

　本研究所は現在のところ研究員の数，施設，予算等いずれの前から見ても，まだびようたる1機関に過ぎないが，そ

の設立は外国の専門雑誌にも報道され，著名な学者から祝意を寄せられ，　また来朝した外国の遺伝学者はもとよりの

こと・専門外の学者のわざわざ本所を訪問する者も年と共に多く，本所の国際的声価｝よこれらの事実によっても推定
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究　所　本　館　全　景

究所及び国立遣伝学研究所にそれぞれ評議員会を置く．

　2．評議員会は，それぞれの機関の事業計画，経費

の見積人事その他の運営管理に関する重要事項につい

て，それぞれの機関の長に助言する．

　3．それぞれの機関の長は，評議員会の推薦により，

文部大臣が任命する，

　4．評議員会は20人以内の評議員で組織する．

　5．評議員は，学識経験のある者のうちから文部大

臣が任命する．

　6．評議員の推薦，任期その他評議員会の組織及び

運営の細目については政令で定める．

　第23条　国立遺伝学研究所は，遺伝に関する学理

の総合研究及びその応用の基礎的研究をつかさどり，

あわせて遺伝学研究の指導，連絡及び促進をはかる機

関である．

　2．遺伝学研究所の内部組織は，文部省令で定める．

文部省設置法施行規則（抄）

　　　　（昭和28年8月31日文部省令第2腎ワ需闘一43鵠㌔1需6改正YJ・．同32年10月12日同18弓・）

（内部組織）

第63条　　　国立遺伝学研究所に左の部を置く．

庶務部

形質遺伝部

細胞遺伝部

生理遺伝部

生化学遺伝部

応用遺伝部

変異遺伝部

　（庶務部の分課及事務）省略

　（形質遺伝部）

　第65条形質遺伝部においては，生物における各種

の遺伝形質の分析及びその遺伝様式に関する研究を行
う．

　2・形質遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き，

各室においては，前項の研究について，それぞれ動物に

関する研究及び植物に関する研究を行う．

　（細胞遣伝部）

　第66条　細胞遺伝部においては，生物細胞の核及び

細胞質と遺伝との関係に関する研究を行う．

灘雛騨難騨 欝騰際響螺鱗灘騨

　　　　　　　　　　　♂

譲　．逐、t．

4警轟

讃零≠
’

轍s撚。　　・ve　　’泌　　　　　汲　’∨

●

、鍵

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

第2図 ラットの吉田肉腫細胞の染色体．矢印

は亜系に特有のJ形染色体

　2．細胞遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き，

各室においては，前項の研究について，それぞれ動物に

関する研究及び植物に関する研究を行う．

　（生理遺伝部）

　第67条　生理遺伝部においては，生物における遺伝
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難灘欝輪

、鱗・轟鑑議羅議諜：　　灘懸、

第4図　蚕卵色による雌雄鑑別
　　白卵からは雄，黒卵からは雌が生れる

　1．国の機関の求めに応じ，人口，優生，農業等に関す

る政府の施策について，科学的基礎資料を提供するこ

と．

　2．国及び公共地方団体の機関，大学，民間団体等の

求めに応じ，協力し，指導する．

　3．内外の諸機関と連絡協力すること．

　4．研究成果の1二1」行及び研究会，講習会等の開催その

他研究の促進に関すること．

職員定員（昭34．5．1．現在）

区　分　　事務官　　教　官　　その他　　　計

定員　7　　28（1）　10（5）　45（6）

現員7　28（1）10（6）45（6）
（）内数字は常勤職員および非常勤研究員を示す

評議員会

評議員
　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

国立科学博物館長

東京大学長

放射碗医学総合研究所長

北海道大学名誉教授

名古屋大学長

東京大学名誉教授

農業技術研究所長

日本専売公社総裁

静岡県知事

東京大学教授

国立公衆衛生院徹生統計

岡　　田　　要

茅　　誠　司

塚本　憲　甫

小　熊　　桿

勝　沼　精　蔵

浅　見　与　七

盛永俊太郎
松　隈　秀　雄

斎　藤　寿　夫

野　口　彌　吉

〃

〃

〃

〃

〃

学部長

坂田郁苗株式会社々艮

原子力委員会委f資

東京都、’／．大学教授

東京大学応川微’1：弓吻側究

所長

東京大学名肖教授

　　　　　　　　職　　　員

　歴代所長

剣木亨弘　昭和24年6月1日
（所長事務取扱）

小　熊　　桿　　昭和24年8月10日

木原　均昭和30年10月1Fl

　現　職　員

所長　文部教官　木原
　研究系職員

文部教官　形質遺伝部長，室長

　〃　形質遺伝部第2研究室長

　〃　　　　〃　　　研究員

研究員　　　〃　　研究補助員

文部教官　細胞遺伝部長，室長

〃細胞遺伝部第1研究室長

〃　　　　〃　　　研究員

〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

〃生理遺伝部長，室長

〃生理遺伝部　　　研究員

〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

〃生化学遺伝部長，室長

　生化学遺伝部第1研究
〃

　室長心得

　生化学遺伝部第2研究
”室長

〃生化学遺伝部研究員

〃　　　　　　　　〃　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　〃　　　　　　　〃

〃（休職）〃　　　〃

〃応用遺伝部長，室長

〃応用遺伝部第3研究室長

　応用遺伝部第1研究室長
〃

　心得

〃応用遺伝部研究員

〃　　　　　　〃　　　　　　　〃

〃　　　　　　〃　　　　　　　〃

〃変異遺伝部長，室長

〃変異遺伝部第1研究室長

〃変異遺伝部第3研究室長

〃　変異遺伝部研究員

川　上　理　一・

坂　田　武　雄

石　川　・一・郎

森脇大：1：：郎

朝　ル　リ3宣

加　川　郎　：…

ll召和124fド8）」100

1昭禾ll307ド10月　1　日

　現　　　在

均　　理博

田島彌太郎　農博

木村資生理博Ph．D

稲垣栄一
鬼丸喜美治

竹中　要　理博

吉田俊秀　理博

館岡亜緒　理博

森脇和郎理学修士

大島長造理博
平　俊文

阪本寧男

辻田光雄農博

名和三郎

小川恕人　医博

坂n文吾
遠藤　　徹

飯野徹雄Ph．D
津田誠三　農博

酒井寛一農博
岡　　彦一　農博

山田行雄

宮沢　　明

河原孝忠

井山審也農学修士

松村清二　農博

菅原　　努　医博

近藤宗平　理博

土川　　清
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‘

〃 〃 〃 藤井太朗

　併任，非常勤研究員，外国人研究員

研究員　北海道大学教授　牧野佐二郎

〃

〃

外国人
研究員

客

　　　　　　　　　　　　　　理博　併任

名古屋大学教授　島村　　環　理博　　”

塁麟耀業科古里和夫　非醐
　　　　　　　　フP一ラ，アリス，
　　　　　　　　　リリエソフェルト　Ph．　D

員

京都大学名誉教授

北海道大学名誉教授

九州大学名誉教授

京都大学名誉教授

　事務系職員

文部事務官

　　〃

〃

〃

理博　桑田義備

宏隻博　小熊　　押

㌶田峰麿
理博駒井卓

庶務部長清水邦夫
庶務課長　杉生純義

会計課長　吉川藤一一

庶務係長松原筒躬

〃

〃

〃

〃

旧　職

文部教官

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

人事係長

経理係長

用度係長

〃事務官

員

今井英夫

大垣昌弘

加地早苗

伊藤太郎

古里和夫
小熊　　桿

田中義麿

駒井　　卓

林　　孝三

後藤寛治

石原隆昭

阿部幸頴

杉浦嘉彦

松原爾躬　併任

中野浩子

門脇淳三

大山亭二

文部事務官

　　〃

〃

塚本盛平

乙藤寛一

宮沢正夫

各研究室の　概況

形質遺伝部　（田島彌太郎）

第1研究室　（田島彌太郎）

　この研究室では我国で独自の発展をとげた蚕について

の遺伝学的研究が行われている．

　1）　蚕の遺伝学的研究　（田島・稲垣）

　蚕の各種遺伝子について連鎖地図を完成すること，蚕

の染色体上における遺伝子分布の特性を明かにすること

などが当面の研究課題になっている．これには大きな研

究規模を必要とするので，国内家蚕遺伝学者多数の協力

を求め，総合研究班を組織して，作用類似遺伝子，偽対

立遺伝子，多面発現遺伝子，自然に起った染色体転座な

辮謬

s播騨劇諭繭繭i一繭脚瞬　　＿±一一・　－v←

どについて研究を進めている．

　2）　蚕の放射線遺伝学的研究　（田島・佐渡）

　「動物に及ぼす放射線の遺伝的影響」研究の一環とし

て蚕を材料として，放射線誘発突然変異率，生殖細胞の

発育時期により誘発突然変異率にいちじるしい差異の生

ずる原因，γ、線少量継続照射の影響などの諸問題につい

て研究を行っている．生殖細胞の体外培養実験も咋年度

から開始された．

　3）　昆虫類の食性転換に関する研究　（田島）

　人為突然変異による蚕の食性転換の研究がk）？：けられて

いるが，更に研究を家蚕蛾科及び天蚕蛾科昆虫の食性進

化の問題に発展させようと努力している．

警

．ヂ憩繭噸鱈鷹
一｛ピぷぜこ『1be←’　：kS－；

第2研究室（木村資生）

第5図　昆虫飼育室の一部

　1）　集団遺伝学の理論的研究　（木村）

　この研究宝の最も主要な課題は集団遺伝学の基礎をな

す数理の研究である．担当者木村は過去10年の間，主

として遺伝子頻度の変化に関する確率過程の問題を解く

ことに専念して来たが，一応の成果を上げることが出来

たので，最近では白然淘汰による適応度の変化，遺伝子

系安定性の条件，量的形質に関する遺伝的変異の保有機

構等の問題を研究している．

　2）　人類集団に関する統計遺伝学的研究　（木村）

　集団遺伝学の数理の応用として行っているもので，放

射線の人類集団に対する遺伝的障害の問題を研究してお

L
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i），　：わ川り川川一”「1烈ミ突然変／｛1！率の進化的意義につい

　i7川い4硯を日ごいる．・　1た，最近ぱ駒川・81：カ㌘W長

し・1’る1川見婚鋼在班に加わり，遺伝的負荷吊：を］1｜．定する

勅しい統川的力法を発表iしている．

　　　　　　細胞遺伝部（竹中　　要）

　　　　　　第1研究室（吉田俊秀）

　動物及び人類における細胞遺伝学的1り1究を行ってい

る．1：な川究課題は次の通りである．

　1）　腫瘍の細胞学的並びに生化学的研究

　　　　　　　　　　　　（∫ii田・森脇・内海・lll董部）

　ラッ1・，マウス及び人類における腫1易の発生，増殖及

び抑制の過程を細胞形態学的，並びに生化学的力面より

胡究しつつある．

袖違x、＜

4騨

ψ鰺泡
嚢璽・

第6図　体外培養に．t：り増殖しっっあるMYマゥス
　　　　肉腫の腫瘍糸川1包

　2）放射線感受性の細胞学的研究

　　　　　　　　　（占川・森脇・内汀1仁栗川・野村）

　この／r川うヒぱT」ックフ．1一ラt－一一財卜jiJ、りび）1妥山Jによるも∪）

で，放川線による染色体切断と融イ「1』の機柑及ぴ発癌，制

ll？1（ノ）機i村lll／A　in　Vivoノ支こドin　Vitro　d）材‡・｜C・’t，つて糸川

胞学r力並ひにノtイヒ学〔1勺に川究されている．

　3）ネズミの系統蕃殖に関する研究

　　　　　　　　　（llf田・栗日卜種日1・坂本・佐膝）

　マゥノ・及びラットの純系及び突然変Ill｛系統を剰1才午し，

ltつそれら系統の遺伝的調在，新しく生じた突然変眼の

側究，新しい系統の樹・｜ノ．に限1する研究等がなされてい

る．

　4）　昆虫類の細胞遺伝学的研究（，lf川・辻）

　直翅類，’r翅類，棚翅類等の細ll包学的酬究をなし，特

に最近ゴキブリの染色体研究をなし，性の分化と性染色

体の関係を研究しつつある．

　　　　　　第2研究室　（竹中要）

　本研究室の課題は（1）性の決定と分化（2）細胞の異常

％ち㍑紬ワバ、、つi’，’1」、PP制’｛［s〕tx・嘱1伯物しノ）細胞遺

t／、”」‘”，　（4）f　トlll泊’1　9Vしり｛e‘」］：｜白りノ，｜1，　（51∫‘！’｛へ・；1（rl，付、岩kヅ）

諸川題r、ある．

　1）性の決定と分化　（　’1　’j中｝

　大麻，∧イ・・，小11ノい　”　1”，　’’”J・t，1’ソド

スイバ等を川い⊂いる．

　2）　細胞の異常分裂誘起ならひに生長抑制　｛γ1中）

　種々のイ1毒植物の抽川ll”の’川川卯，1川ノ川川ノ，’　1

らべている．

　3）　タバコ属植物の細胞遺伝学的研究　〔／ノ1中1

　・，ly［売公社の委託によるものて，作1｜の担当一・ソ：，．則，

に14篇の論文を発表した．

　4）　イネ科植物の核学的分類　（館岡）

　既に第4報とその他イネ科の系統に関する勿数の而文

を発表し，相当のJJ£績を渉ノげている．

　5）基本染色体数の諸問題　（竹中）

　牛1初川究生等をして研究を進めている．現在はコリ

利，タカトウダイ利，タテ科等を材’料としている．　また

1－1ックフェラー財卜j’1の寄付にょるイネ属の基本的釧・究も

している．

生理遺伝部（大島長造）

第1研究室（大島長造）

　本研究室はキイvショウジョウバェの野生系統）9〈J20，

突然変眼系統約100とウスグロシコウジョウバエの野生

系統約50（最近アメリカから移入）などを飼育し，それ

らを材料として集団遺伝学的並びに生理遺伝学的研究を

行っている．

　1）　殺虫剤抵抗性の集団遺伝学的研究　（大島）

　殺虫剤抵抗性は僧i単に測定できる川：的形質で集団遺伝

学の好材判である．

　2）量的形質の淘汰及びX線照射の研究（大島・北JiD

腹部節板Ilの剛毛数に対する淘汰び）効果とX線を照射し

て効果を」：げることも確認された．

　3）　X線照射によって誘発された致死因子の集団遺伝

学的研究　（大島）

　X線照射によって生じた致死因f一が集団中に保イ∫され

るか或いは自然淘汰によって消滅するかという川題の研

究を始めている．

　4）　眼色素形成に関する生理遺伝学的研究（’ド・森田）

　眼色突然変異種を川いて眼〔色素形成の研究を数年来そJ；

ってきた．この生理遺伝学的州：究は仰こ限色素形成eこと

どまらず，それにあずかる酵素が呼吸酵素系にも密接な

関係にあり殺虫剤抵抗性とも関連のあることも考えられ

た．従って酵素のレベルで遺伝子作用の機構の解明に研

究が進められている．
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解＞7卜く1　シ　 ウ’ @［t・ワ・ご1cノ）f」1ノゴと∵戊烈険

第2研究室く木原　均）

　主な釧グe課題ぱ1欠の通りである．

　1）　コムギとその近縁種による核置換の研究　（W巧O

／109ττθ1バcα？’f》励‘Lと7i）・？；t？lc～（，7n　v・ttl，q（z？℃　を川いて核

情］奥と‡亥復元を糸ノ1：そ」・し，汀∫101日1川ド祭」且仕1’学会議に二S・9い

一’i／〉まて三び）・・iiEu）｛rlピグヒ糸占果を発メ㌧しプこ．

　2）パンコムギの起原に関する研究　（本原）

　1955　“：a）｛宋杉ミ拠二」：一・一）v⊂」’，）i六ニトニ」尊人さオ｛ITこ3秀ゴ丙イ］U／L・M、a）

ノleθilol），s’s（1？La・i’7’o，s－（z　var．　7rt（1〃〔ノ戸元　とt黛」音二粒フ；7“との

合成パソコム・／び）調在をllとしてljった．

　3）植物の左右性の研究　∪・原・Lilienfeld）

　ノ娩，dτcイLθθ寸こよ∪斗亥借］奥コムA一なとちノ川し・てノ｜：右W．0）

発現について研究している．

　4）野生型と栽培型における放射線感受性と突然変異

誘発の比較　（木原・阪本）

　アサガオの野生川1およ0ミ栽培型各二系統t，・川いて研究

し，　野生川1りが栽」音戊ll！より感受Pヒが低いことをリjカ・にし

2，3人為突然変I」，、体を得た．

　5）　イネ栽培種と野生種の系統維持と形質の調査（木

原・月川）

　東南アジアおよびその他の各地より蒐集ざれたイネ栽

培種：および野生種16種120系i経己の系統維持を行うと共

に諸形質の調rrを行った．

　6）　日本産力モジグサの研究　（阪本）

　日本産カー〔ジグサ属の生態川iU．の分化，自然1獅∬形成の

側ブeをそ」：うとJk　f’こ日本丹三5も巨ホ∫」、こバネパ’ルJ）V：2f屯のゲ

ノム分析を行っている．

　7）イネの日長性の研究　（1目lD

　イネ栽培種および野生種の多くび）系統についてII長感

受性のi四を調査した．

　8）植物組織の解刊学的研究　（川川

8

　水稲の根の発育全lld程にわたる解剖学的研究およひ栽

培舶物の細胞川隙の1則定を行った．

生化学遺伝部　（」上ITI光胴

　この部では動物，舶物あるいは微生物を材判として遺

伝臼川0⊂の働きと糸‖1胞内の代謝の関係こ仁・るいはこれ

に限川・ある川題1こついて研究を行つている．

　　　　　　第1研究室（名和｛郎）

　1な川究課題を、1液の通りである．

　1）プテリジン代謝に関する研究（名和・坂1リ

　カイコやショウジョウバエなど0）昆虫～じ）るいは微小物

（カビ）を材料一してフゾリジソ代謝を1い心としてこれに

関沌した酵素系についての遺伝生化学的研プヒを行ってい

る．

　2）偽対立遺伝子群の研究（j　 E　E　I　l　　・　 」）、＜　 l　l）

ヒとしてカイコを材料として偽メ」、i，／1遺伝∫㌘群の胡化をそゴ

し・，イ也のノピ4勿恥二1：Sl　］LるこのC；fC　a）複斜1オc　1小／、㌧．と（ノ）／ヒ巾交イ引’究

を行っている．

　3）　カイコの発生遺伝学的並に遺伝生化学的研究（辻

川・坂目）

　カイコの種々の致死遺仏子を材料としてその遺f云的行

動と発現機構を発生遺CA学的並に遺伝生化学的に研ブeし

ている．

　4）タバコより発散するカイコの毒物に関する研究

　　　G上田・名和・坂川）

　タバコ畑附近の桑陸｛の※葉を川いてカイコを飼育する

と中1｝川一ることは占くより知られ’⊂いるlll実てあるが，

㌔二　u）　，f」　 tfilJ　o）本｛イN呑㌘1り」カ、a、二　 L　，　　　L二　2（　カ㌔1ζノノ1除kJ　r＞i〈シこIY41－，IL＋　6　JS：

本的川究を行っ⊂いる．

　5）　放射線の遺伝物質に及ほす影響に関する研究GL
　　　t　l　｜　　　．　　　名　 禾1　｜　　　●　　　J戊更　　1　　1　　　・　　　fりX　！1l　j：　　　・　　　斎　jj寮　）

　放ilj・i線が遺伝物質およびこれに関連ある物質にいかな

る1］1・」．響を∫アえる力或こン）し・てf川・究を／j’っvこし・る．

　　　　　第2研究室（小川恕人）
　llな｛り［究課題は次の通りでカる，

　1）　臓器並びに組織特異性蛋白に関する遺伝生化学的

　　　研究　（小llD

　ヒとして免疫化学〔1勺方法により発／ヒ初期ならびに川’生

哨における臓器組織’日／｝・！蛋白び）生休内合成機構について

研究している．

　2）　動物の細胞分裂物質　（小月D

　臓器紐織の分化機序と密接な関11上を保たせつつ発生初

期，ll｝生臓期および癌細胞について綜合的立場から細胞

分裂の誘発，調整現象を物質的根拠から角川ハ〒している．

　3）　コロシントウリ苦味成分の遺伝生化学とその応用

　木））1（Jtj（生∫ll！），　ll「1杜禾日夫（／心用）　との共同1課題＞C当

聞グe室では、‘1∵味成分の生化学，・」，理および味覚、調『rを分

担している．

ノ



　4）　花色の遺伝生化学的研究　（遠藤）

　パソジー，ツバキ，トレシャなどを材料として花色の

変異ならびに色素生成の機構を研究している．

　　　　　　第3研究室（辻田光雄）
　主な研究課題は次の通りである．

　1）　Sαlmonellαの遺伝学的研究（飯野）

　細菌ウィルスによる遺伝子導入（transduction）のプ」法

によって，Sαlmo7zellαの抗元相変異について遺伝学的

研究を行い，さらに鞭毛形成にI」”りあるいぱその迎動性

を支配する遺伝子の分析をなし，この菌に関する遺伝学

的研究を進めている．

　2）　Pseudomonas　菌の遺伝学的研究（辻田）

　Pse2nto7nonαsのライソジ＝ニック菌の遺伝学的研グ匿

を行っている．

　3）細胞微細構造に関する研究（辻田・津田）

　昆虫特にカイコ，微生物特にアカバソカビを材料とし

てその生休を位相洋：顕f’lk鏡で観察したり，あるいは固定

材料の超薄切片を電子顕微鏡で観察することにより細胞

の微細構造を究め，さらに遺伝子作用が細胞微細構造に

いかなる影響を与えるかについて実験を行つている．

　　　　　応用遺伝部（酒井寛一）

応用遺伝部の研究日尤瓢農個僻家畜の、柵改良の遺

伝学的基礎を明かにすることである．応用遺伝部は3研

究室から構成され，それぞれ動物，育種理論および植物を

取扱っている・現在の主な研究課II題ぱ次の通りである．

　　　　　第1研究室（川川行雄）
1）

2）

3）

4）

1）

2）

3）

4）

1）

家鶏における選抜効果に関する研究

家鶏におけるヘテローシスの利用に関する研究

乳牛の主要諸形質に関する統計遺伝学的研究

ショウジョウバエにおける量的形質の遺伝

　　第2研究室（酒井寛一）
自殖性作物における育種法に関する研究

植物における競争の研究

ショウジョウバエの移動力に関する研究

野生稲の集団遺伝学的研究

　　第3研究室（岡　彦一）
栽培イネ品種の系統発生的分化，特に雑種不稔性

と雑種崩壊現象の遺伝学的基礎

　2）　イネ品種間雑種における量的形質の遺伝

　3）　野生稲系統の分化とその栽培との遺伝学的関係

　1昭和32年からロックフ；1・ラー財団研究費による「栽培

稲の起原酬院」が始まり，現t’llは主としてこの間題を

取上げている．

　　　　　変異遺伝部（松村清二）

　　　　　第1研究室（菅原　努）
　1）　マウスの放射線遺伝学，とくに人為突然変異率に

ついて（菅原・土川）

　　マウスの告’｛百期に戸≒「のr・IIピ川1『川7，’行い’乙の影響

を調査し，放捌線突烈1変1㍍「；ソい決定・1る．

　2）　放射線感受性と放射線障害の防禦（　ii　1・il，・1引1・

4寺別研究生）

　マウスの各系統によ・川～q川胞’．川・・一・・，パー1，11’［1

液像と」tl｜球数などより決定ヨ　・：，．　嫉i4、川1㌦《↓川い1；llソ1を

遺伝学的，生化学的に1りll1川川究弍／：，．

　3）組織培養に及ほすマイクロヒームの影響C川・・

特別研究生）

　顕微鏡にβ線のマイクP・ビームを1’｝り，、一L’　，ウ

バエの組織培養法を肌・，方期線の致死1’川1侶川ヰる．

　4）　そのほか近親婚調在による「1本人の遺伝学｛lll冗の

一部を分担し，人類に対する放射線の遺伝的影1↓・iに川十

る諸問題について理論的考察を行う．

　　　　　　第2研究室（松村清二）
　1）　一粒コムギの放射線遺伝学，とくに各種放射線に

よる比較研究（松村）

　種々のX線，γ線，β線および中性子を照射し，その

影響を調査するとともに染色休異常や遺伝子突然変異を

比較する．

　2）　放射線突然変異体の生理生化学的研究（藤井）

　ムギ類の放射線による葉緑素突然変異体には栽培条イ！i：

により緑色を川復するものがあり，その遺伝現象を明か

にするとともに生理生化学的研究を行う．

　3）　倍数性による放射線の影響の差異（松村・根津）

　コムギ各種を用い，倍数性と放射線の影響や突然変異

との関係を明かにする．

　4）　有用突然変異の誘発とその利用（松村・藤井・57

学生）

　各種舶物の放身1線感受性を1調在し，種子繁殖のもので

はビール，オオムギ，コムギ，タバコなど，また栄養繁

殖のものではミカソ，ブドウ，クス，イチゴ，チ＝一リ

ップ，クラジオラス，カーネーショソ，キクなどを材料

として有用突然変異の誘発とその利用をはかる．

　5）　そのほか，川菜の三倍性育種，コムギおよび近縁

稲の細胞遺伝学的1りll究とくにコムギの零染色体植物とカ

モジグサの研究を行う。（松村・阪本・根津・勝屋）

　　　　　第3研究室（近藤宗平）
　1）　放射線線量測定　（近藤）

　各種の生物にγ線またはX線をあてたときの照射線日：

を測定するために，ふつうジーメソスやビクトリーソの

シソブルチェソバーを使っている．これらの計器の読み

の補正をするために，硫酸鉄化学線rli1：計の∬1〔究を行って

いる．床面その他からの散乱線は，γ線使用の場合重要

な問題になるので，これらのエネルギースペクトル研究

はシソチレーションカウソターを用いて行っている．ガ

ラスの着色による線品測定は高線Iil：測定にはきわめてfx］一

都合であるので，これら研究を行っている．
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　2）アイソトープ水溶液につけた種子の研究（こ・回1細

　トL／　一一一サ…ilアイソ1・一ゾの∬四1線の∬｛1淀について

く土，　・ガイノゾーカウンター一，　フイルム，　力’ラス・イ午（旦iこよ1，

ノ∫法を川い・（いる．いろいろの種r一をアイソトーフ小（溶

液につけた場合0）アイソトー一フの浸透とそ小による線｝ll：

の川：プtを行っている．

第8図　ゴー一ルドシ・・ミット文庫

施 『yu
l’i又

　　　　　　　　　図　書　室

　閲覧室，事務室：いよびX：庫より成る．Jl：庫の大部分は

故コt－’・レドシ：、．ミ。ト1・刺：が・1前に寄｝噌された文献によ

り占めV，れている．　lil・庫は年・・増加づ一る、1猟のたy）に／・ピ

来のもの六ヨトでは丁三侠となり現7E拡張が川’liiiiされてい

る．

　ゴールドシュミット文庫

　新設の本研究li斤の最大の悩17・ぱ文庫に乏しいことで・

殊に外川雑Ir，どのバソクナソバーけ全くこれを欠き・　単行

木もll三た宴ノζたるものに過ぎなかった．’｛’1：にして丁に入

ったゴー一ルドシJ1．ミット文庫け大いにこの渇をいやして

く〕（〉こし・～5．

　Prof．　Dr．　R．B．　GoldschmidtはBerlin－Dahlemの

Kaiser　Wilhelm　Institute　fUr　Biologieの1・lil所⊥ミ’1塒

多くの日本人留学生5㌘指泊：し，1・±三た度々日本にも来朝

し，殊に1924－26fi川れ；〔ノく学講師rE／r：中ぱ各地の大学

においても遺伝学石㌘1茜義し，　日本および日本人に対して

深い理解と親しみ、とをイ1する人である．遺伝学者として

最も川日、砿い’学者では川究ば1・ymantriaの．i生1戊と定・

10

その他動物遺伝’〕i二のあらゆる分fh：にわたり，〕三た舶物に

関する論片もll；、る．生理遺伝学：ぱ氏の始y）て提唱した新

しい川先1直」或｝・ごある．

　氏ぱ1936fP’メリカi二招かれCalifornia大学教授
とンな〆）／1二ヵ1，　1948　「ド　4　月～曲　70　　『』）を」［止こ，　い1ノぐ’ytち∠㍑1；

fド退職十るに“］り，旧友，知己，川』ド生の多い日本遺伝

学界のため，殊；こ劣fド交誼の1㌧ユ：かった当研究所々員しノ）請

を人れてその花大な1歳川の1譲渡を↑P〈諾され，5万部を超

∴る別届Uと＞2f〈ド「剖～り）単行イことをU：られナニ｛ビカ・り一（こなく・

そcL）後も1作fド（1958）4月他界されるまで｛▲iき続き1川

刷や単行木を寄／噌せられ，文庫ぱ年々成長しつつある．

この並々なr、試～1厚・1：の友・1．i｜川よ1・、迷1》Wこ士甚えないとこ／ジごあ

り，llいP：なる文庫ji斤蔵のた，V　一）　“こ不燃質柚造のJl：庫を建築

寄！贈さオLた静1’［・liV！［い『111）の好，・江と共に，オ）オLオ」し（～）ノ｝くク・iこ

忘ミォ［f守なし・ところてこt””’る．

年　度

国外寄贈図書，

図　1痔　雑　誌　 旅　ili’

報告類

別　／制　合　川’

鴇11144・4
　　　　　国内寄贈図書

年　度　 図　，ll：1雑

〔11949

至1958

1ド 度

213　　1　2，269　1　2，900

　　　1　　　1

，報告類

誌‘報　告　別　届ll　合　川
　1

133　　　　1，275　　　3，217　　　　261

購入図書及び雑誌類

自　1949
至　1958

和

図

572
／40）

、ll：

年　度

自1951
至1958

年

洋

川

，ll
合

785
C30）

ゴールドシュミット博士寄贈図書類

度

自　1956
至　1958

図　川

669

雑　 誌

1，022

4，886

1357
（70）

川

別　刷　　合　訓’

56，964

ロックフェラー財団寄贈図書類

雑　誌（種）卜句ll：その他‘

32 117

158，655
1

計

149

　　　　　　　　電子顕微鏡実験室

電子顕微鏡（電ぽ拘1胱所！襲作卿り超1・｛ミ心機

（Spinco　L」［1’［．D，1！ノルトラミクrrトーム，　C【1”ll｛蒸首1ほ置

そび）他が備三㌻）けら▲〔，生休内組織糸川1包の微細構，｜1二i及び

ウィル．らの他・り川究か行わ才1’ている．

　　　　　　　　恒　　温　　室

閥粘鰍はさ・v，C・　6つの小室が設けらオ［，フレ寸ソガ

1
，1

壷

1



　

L

ス使用による冷凍装置と旺熱暖房告蠕置との併川にょり常

時0°，5°，10°，15°，20°，25°Cの恒温が保持され，

材料の保存，発育の抑制または促進，高温またe　it　Ck　th　，Lの

形質発現に及ぼす影響の研究等に大なる貢献をなしてい

る．

　　　　　　　光学及び化学実験室

　ここには分光光度計，凍結乾燥装置，光屯色沢計，PH

メーター（フィリップス会社製），マノメーターその他

化学的実験に必要な器具器材が整えら才1，動物，川物お

よび微生物を材料として還伝生化学に関するlll卜究が行わ

れている．

　　　　　ショウジョウバエ飼育実験室

　実験室が3室（25°C）系統飼育室が1室（20°C）が

恒温装置にょって常に一定の温度に保たれている．約

150系統の保存，交雑実験，集団飼育箱による飼育を行

っている．

　　　　　　　微生物実験室

　新館西側に鉄筋コソクリートニ階建80坪の微’k．物実

験室が堵受され，昭和32年3月に完成した．一階には

微生物実験室3，無菌室4，機械室1，滅菌室1，二階

にはシエカー室2，系統保存宝が設けられている．機械

室にはトリオソ，エアーテソプ，ハイドロサーム等の施

設を備えて，各無菌室を無菌的eこして，かつ温湿度を自

山に調節出来るように設川された．また小刑のリフトを

、没！』」」て，一一一，二階間の材判の〕Sb［1般を便ならしy・ている．

　　　　　　　調節温室と隔離温室

　，‘n±i　“1’jぞ1，，i’rel－1｜i｛和127　で1：1｛、と（，）’IJI’li↑1『t！li’lli’　（120　JilIj）　をこ

よ　｝〕fり　V，れ／一仁津　1二／t　Xl」l　fl：1．l　l　87．（うlll　Lb（パ～品”ド｝ぐ，　｜Iij

｛1：cノ）｛幾｜則｛ll1’，じti（550　Ji円∴，14｝13．2rn：tl）｛品”1：2t・・1　slと

3．3m2余の川室2川ろψ｛lll、W吐、：li’、∧’・」∴1川1汀る」’5；こし

たもので，この師の侃牢　llわか川d’始い　（’IC，21たも

のである．両温宝にはlll央∴大、㌃たタ・∵1　ノノしカ・あ

り1温室と1暗宝をエアー一テソゾ（5冷水屯）1台でエ

アコンディショソニソグしている．この2白の・Tアーテ

ソプに1台のハイドロサーム（自動的ノJ勺いfソF）が

連結し，一つ」冷却池を利用している．昼間15～30C）C，夜

犀日　15～25°C，　緬と度1よ　60～80ヲ％∨ef吏月1し、〉こし・る．　レ1ミ：‖↓

上の自働的流水は夏期の冷房に右’効であり，ハイド；．・サ

ームの余力により隣りの39．7m2の普通温室を冬期に

18°C以上に暖房している．

　昭和32年度新たに官庁営繕費（657．4万円）により

この種の温宝を作り，汎湿度調節装置は32－33年度の

機関研究費（1，300万円）4’こよって完成した．以前の調

節温宝と区別する意味で隔離温室と名づけた．

　この温室はガラスとブPック建築で次表に示す各室お

よび機械室，作業室などより構成されている．

室 名 面 積 夏　　期
昼間　夜間

温　度　柔　件　　［

ガラス温室

　　〃

小隔離温室

暗　　　室

冷　暗　室

綱　　　室

（A1）

（A2）

（B1～6）

（C1～3）

（D）

（E）

冬　　期　　i湿　度
昼間　夜間一⊥

44．6m2

　　　　〃

3．3m26室19．8m2
9．9mL’3室29．8m2

　　　9．9m2

　　　44．6m2

空気吹き？充し　20°

28°　15°　　〃

　〃　　　　　〃　　　　　〃

〃 〃　　　　　　〃

0°～5°

12°

〃

〃

〃

60－70％

　〃

〃

〃

1・

　温湿度条件の調節はチラーとハイドロサーム（燈油用）

を用いたウォータ．ワッシャー力式による自動調整暖冷

房装置によって，昼夜の区別のある比較的広い室をエァ

コソディショニソグしうるものである．3室の暗は最低

1，000ルックスの照明光がえられ，日長および波長の変

更が可能にしてある．A1温室は天井に開閉窓をイ∫する

が，A2温室とB1～6小隔離潅宝は完全にエア・コソデ

ィショニソグするので窓もなく，屋根上の流水を行い冷

却その他に便利なように設計した．

　ガラス温室および暗室では，高等植物の温度，日長反

応などの生理遣伝L’1勺研究を広汎におこない，開花結実を

自由にコソトロールして遺伝学的研究を促進する・また

6つの小隔離室では，他家授粉植物の系統維持や病害抵

抗性の遺伝学的研究を可能にする．冷陪宅は低温処理・

春化処理を行うためのものである．

第9図隔離温室

　　　　　　　温　　　　室

日本，，li：売公社の好意によって作られた46坪の建物で

11



第10図llit，　1獅i，レ1この㍗・川

現佃硝J㌃；こ臼い・ソTV・／・一川．1川，川・コ肺ゾ，いdii，1

牛：としてイ吏川Lたいrr㌦μ・

φ㌘若ノみ＼ちとしザ：，　了千も｝i〔ノ）1つ／il

る．

’∴　・る．タ…・川／・細i・．II究日・判

「醐の栽，㍑1二当てら2iてい

㌢〃．戎　．
　　　　　　’　　　　シ　　　’
　　）　　　沼ぴ’＿’　〈

　　　　　戊　　　t．t

共に・例肪川㌧’川『’，黒のと．き・け川いているcりて，川随

〕⊥｢に什51i’a「ぼllll｝、け起らない．川・川・とし’ていW［『〕□¢時Wi］統籏・ll

川’cii’‘ノ）イ也に・　マ’フ・トPヅイアルとし・オ）オ［る牛t列くび）1日・川・

（脚　㌧かケ・え1㍉オ・たr収’・・功’日の日川暇時1昌に応じて

樹刑．る）担iヂ1：．・，　，［細抽u調舶を緬㌦一・・ている∴刹ll

、・皆‘㌧禦≒・IFi’fl済∪）芽弍］∵㍑二4・1μcv）㌣こイ」リ｜「C三じ戊Z、．

　　　　　　　　　　　　　　昆虫飼育室

　　家絃撫兄じ・：ぽ敵どのシ・・ウジ。ウペ1才“除く

」1口1日三頁cノ）∫汕1」r、Mこプi．二’ノ三鰐負力’・11』2）λ1る．　〃、、目’Li手責　82　」・ド「で涛）

り・　ポ斤しし・f川ノラピ（～）プニ」・パ］Zノ、り長カゴ湛主〕ビこし・｝㌧？ゲ，　jh・く’ノEj見

÷七る」’山こメとなつコこし・る．

第11図 ．水川11i［1．室の1｛［川1

　　　　　　　　　　水田温室と自動短日圃場

　　こ身｛ド・の方匝1没（．i），iックフ．ILラー財’IJIIr／ドフaピ’（11（Ilri和30年

度）によつ噺1ぽ］け一．水川1、｝．’・1川2宝の刷1保の

ラス室）M／’・l／’…ク姻～酩蹴昂と川・’ltt：ぷとをr口，、総：川

‡Ll沮1801n2で・1；・る．栽」’、x’溶1・J・LJに“1　．－i；・1・をil’・、∵く台、・）仙

に水川をf／㌧・てし・る．品脚川ゴ節け2　い燈｝山を灼牡

する・’イド・・サー・ムによ川夜そノ・・、三掴斬旭1膿力．自

酬勺にり・えら21・　1，．：け二空気1膿・，！、旭川に訓榔、油

るが・1繍」・1－．1・．llぴ｜∫看W・）設　｛加たい．1．L［・季の’・；・：1、・、川汐i気

同様に保たわる．

　　自動短川　脚1：熱帯原産ソ）稲その他短1日・ll．舶物を栽」1・ll

し・　1’llll｝．二III利」∫戊；；熟さ・世るナニy．・り’と川・さ2｛ナニ菊［方匝、没一C”こi；，

る．11K’9m2の5区を設ll』たか，内部を賠∴1、（に「｝一る屋

根はレー一ノ・・川を一仁ター一で靭1…1た川印・…㍗、（・」／．ソ

ヂソによづ弓樋か／一る．そ・り洞胸1！川によパ川’肋｜’｜勺

｛二子「」　）ノ｛・　　｜h［∫　［∫ブ’こll！」・｛　〔　　ノ　ー〆　こノ　；二　lI、　一っ　㍉二1入〕音［；イピ」膓：t／く（一‘1一イ：ノ　、と
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　　　　　　　　　　　　　第1ネズミ飼育舎

　　　　∫：11」で「β；・c｛）糸，惹41』」・ド（よ88．8ユー・ド←ご・，　こ（ノ）う一ちノ、ツカ才、・ぐミ

　　　（　・“ウ．スmuJ育室4，ネーぐミ　（ラット）飼育tis：2，そ才口ご

　　　加）〕価i積ぱ7・5坪ずつで，このほかに剛・・1，敷，5W

、・一灘麟、、・ ai蔵し宴~鋤川しメ部1「［・室’実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して飼育棚t．ll　iltL属製で，ノ＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川二iJ　l二く1’，1と　りs「f）1〕－1ρこ2イミa）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レー一ルに各棚の・初’川り下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っている状態｝・r一し棚を川す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ｝江一よつて〔ll（1に位1㍑！ハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変氾ぴる．か㌦：・川：飼汀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳．に］：（ノ抑；パに・は台ずつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’1㍉る．飼育li，（’1川’．　r［，ミ属1製一c・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵ウ・！・飼「ピ’；ミには者部1・i］1に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　240　fii「1－1】．ドv’），　ラ　ッ　ト負Ilh！iしノ；’：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．二（ll　160　fiii，1’、ドっ工k’ブドv（二’、／モF

［ib1場・　　　　　　　　る．全飼育室の動／『刎熔頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数ぱ10，000」頂一ご，保持し

　　’ごし・る・『こ6」ti．仁ラ・ソ　ト　14　フ系　Gl［交’フ『こシ．ll　7フY・iこ），一、・11」t．ス；1「交’

　　一”t’t’こ（i：　24　元ミ£ノll，　〆史烈㍉変～i己ンfこ｛・．1：糸勺　40　71i『こ系∫ピご・：じ）2r，♪．

第2ネズミ飼育舎
　　‖UI　T；n　31　で1：ξ「［y）〔、二「変～1i！jaf∠こ；，『1～i’、二で耳’∫1fiIitJ’t”ノ；s［　（動物）　Zパ

発足して加・㍉，・・’・カネズミを使った脚］1線遺伝学のfill，

究を始．もることになり，従来のネズミ飼育舎の…部を借

りて糸川々と’だ，1験を好バノゾこし・ナこガ、，・・iiこし・ll召杓132でド1支：利学：］支

術川〔臼月川・によつてこの川勺のナ・め大1峡験を行こ

る・11うに特に／’1：F山たのがこの第2ネ・○飼育舎で、・じ）

る．全部で・82．49坪でj’r算の1’i”1二す範LI　i，jででLk’るだ1｜“　－1　・

分な飼育条件をfノドることと，飼育のためのスペースをで

きるだζ．卜広くとることとに特に留適こして設計されてい

る・　ll召杓133　《ド4　1」｝・二’ノ’t：b£し，　5　1jV・こシtll召工li　33　イF】p．’．，　：∂）

1司じILI〔J”ノ」ゴ’1）’1じCl・珂ノ形f｛司料・¢）li’）eヨ！製桟莱とヶ…ジカ1∴村1当吊：［いI」

人さ・｝川ノ：こ・　」”1・］・しゾiVl「；合でイミ造で：lt；．’るが5つのネス1ミ飼育

ゆ

●

●



室ぱ恒侃！し〔11’L・1：により’；iC’に一．淀の温？1［肚がflイミた▲1，1、．仙；『

実験室，川’・・；・：，係n室，洗1］’卜ll、1肪室，［・lrl形飼札コII，j　lP㍑｛

よび倉庫さ↓㍉に／系員の宿｜白．ノ・；1などが設けら2t，．rlいる．

汀∫　13　1、XI　勾’∫2ネ『・ぐ　ミnlI」了’r’7；

M　　「、

K
一E

でE 玉一

d F C

N

H
・＿

b1 ＋　　　　　　　　＿二　　　　　　　｝、L　　　，
r　．

，R　ヌ
A

‡→

kE
A、

c

C P　（ B

n
←

A：

E：

II：

L：

P：

　　第14図　ネ・、’i　fll・il　・1’i　［i・，・rl川図

X1B：仔唄～・㍑　C：実験室

飼育室F：w：澗舳；室G：1占
シヤrノ’・室1：便1りiJ：倉庫
じ／ミ｝1｜〔ら日：　　　M：　言lllbl（　　　N：　1㍉1考i，1川［

同前室　Q：押人　R：廊ド

放射線実験室

　　　9、関

　　　1）：／く屑川

1形飼料、‖，｛11i8り室

K：汚物処」・wl〒

　　　　　　　　　　「o：暗室

　　1｜召和｜30　‘ド1皇『び）’1’1’1・1；↑1｝；’紳『’ρ（ノどa）f1［王川・650　ノノlljシこよ　り．．

1・1｛・Li　u）wブイソト’一ゾ’ノミ！、6灸’一；1｛145．4nn2と」’111－i・’（ノ）γ紡ミll、㍑．［／．1’∫三

験室が作らオけこ．小さいながら…1｛1’『には作理’・卜：，実験昂，

！．」，！．t、ごノ；ミ，　〃’i’・一　ト　グラ’ノ弓ミ，　ソr一　ド雪ミ，　il田冗三Lll｛：，　li’1：ノ1’曳《16’，

動物飼訓1’川室および仙物室（カ“ラ＼・、室）など・涌｝）の
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（Ra　Be　500nユ9）　と　r　，11」と　（Csi・｛・　IOO（）《・u｜1い　　　　　……F

験室である．内部設備と［．．“…［‘「白R；IB，・1｛［1｝川只ノ1

］）ら，　こび）1口i9・j）1斐lil’ll㍗」：　34　fド目乏；』，川J．1：：11’lhll　IL、　1’　い　l　I，，1

で，UiiJ入されるぱ÷．十c・ある．1〕1たCsぱci　，　ooo　CUnc山

貝1賃i〕・j”］斐ii，’1亡e．lt将隻1弘l　fi戊1ンフ’ピ’ti亡（・二」：　り　，U£［e’”［tごL〈21ノ：，（l　l　　．　山，「｛川㌦1

初年度は2．000curieのr．定である．放」1・｝線1：1∵t，’ll；　・，：．1、〆「’・，

突然変異の研究に期待されるところが多い．

角ノ∫15図　放」］．1線実，験室，丁前の建物

　　　　　　　　　か新口曽ηミさ川二実験室

　　　　　　　　　組織培養実験室及び顕微鏡室

　　微生物実験《・；・：‘．階南側i・f’組織培」・卸ミ験室及び仰i微鏡室

が設けらねた．糸lt織培．ぱ実験《・；：には咋備’・lsl　1，無菌室2

を設備し一両1敗鏡室にぱ一1・…ソルックス顕／蹴1’1か備えら

〕｛・抑日拐曳1；1竃’η｛川、：”ll’P／y　l（」（’II㍗さ2｛．』‘己し・元5．寸1－一ソノレックソ、　bllE

～｝III（／l；’1（’1『．　liで｛Til｜　29　f卜ll↓1しノ）・；ζ1’ll～≠i［：1”7：（iY　iン3」tf’／iei・二」：一）『ごLii19j人L

ノ∵い）で，殆ん［．すパてa）附属品を・乞たえている◆

土 地

1リi’　ri三静岡V、1，　・1島li俗1111，ll1番」i」」

11’u積総」『・1・i数

　　　　内liJ．1本館及び新館敷地

　　　　　　　ネベネ飼1’ぼ，昆虫飼育室）、ζ一の他

　　　　　　宿1’1激地

　　　　　　その他

　　土地は．：島巾σ．凍南1偶日・変上に位し，

但｛fJミこ｝1｜「li　を　 ご［）　 〆っ　 戸‘こ　 、i””」『也シL一二il』　な　 ｛）　 ，　　　 戊↓＿

る．川北rこ富1：を望．ツ，

17A’i’・二　 人］xk　6で女ril、、！）fノ｜’　t’1戊：しノ）1｜　1　ノぐ　看で］†i’u・f・　L　，

し風鍵己明媚気llliく水澄ノ・．，俗塵を払’．・た1

26，023．7」－Y・

　3，162．2〃

　2，547．1　〃

　1，498，8〃

18，815．6〃

　　　　　　　　　　　　　　東南よりsJLi力。．［

　　　　　　　　lLe．に］v｜’i｛二艮言者lll｝ご＿不多そ］：∨19°’

川南工煙しノ）川i・こ駿河習　」を望見L，

　　　　　　　　　　　　東は丹ノ」・1；連lllに久－・1’

　　　　　　　　　　　　　　浄寂境である．
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’～1亡び）∴卜上右：Le・ニイ己）己しプ：二IL‖f，㌣ヒ，　flこノベ糸ピ労～りtii：イヒ⊥ソ、つ一（：臨・i

川」’自勺判㌦ぱび）糸fViil・Zヒも〉ヒプ「’してし・カ・な1十才｛｛、tlオcらなし・．　こ

オ1カ：iiK　jリ『ぴ）ノくざ｝なミt’函・ソ人）（二’～i㍉っ』ご，　二どcノ）プ：二（V）各［爪jlミjlUレ）糸91

’／iil’ち〃・ノ［さノミった．後ミ借田1：’うヒ弓費・二iili己分・さ］1るfiJ［ン撒一［三’t　i亡e．｝弓常ぼ良rl勺

にけ、杉，く’。レ㍉λU／『91いli・、1レ）り／・客［1となり，オ）・ザカ・iご一F／r－t’）i二∫TJ1・’i’ヒ

Jrf￥t，　　　’、芝↓1【：lijト’－rヒtrfitパ、／‘さe・一＿　”｜、　一　）　『・二　f｜Ji『’フーtt　ち！糸ノ【：C　」一　㎡L’：　 し　 、　イ：ノ　 ‘jl　，1　Ilj　』C　
ｨ〕

る．

綻ミ♪1《姿k　　2，638，239卦ド

本

新

館

館

Fi周　負1〕　tiiil．’イ、：

㍑（　　」〕・」・　糸泉

’ノミ　　ll倹　　 ’L・
P　sl

元r・’人1ミfl’，　ilでガ

否（2棟）

Jfkl］巴7↑』鵬」L一了こ

建

1，169．9」平

260．87〃

26，462〃

115，607〃

170．69〃

50〃

物

元辱．6ペノls［及』oミ

」．亡9Ut司でi’ノ5

fり三　　業　　’ノ；s：

卵孚∫」日でrl雅；φ1

検　定　舎

1ζ∬・．｛la｛［i～1【11．”ノ；・：

ltl　亜力　ll輌　川［

81．71♪ド

32〃

57．25〃

36〃

98．86〃

16〃

欝！（｛：淵484・25〃

そ　　o）　　イ1旦　　　38．64〃

　　4上』ti勿のう』ちイミ角’｛と了1’・1舎レ）一・if［sと｝仁宕‘［：」〉コCl業｛朱」ミフこ社時・

イkこぴ）建築一ζ’，　L二2〔1・・二1呂jf．1：切AISill（ノ）己女fi麩力でカ11ニミ，　f＾必二．目也Lき；t　t〔し、

カ’1，　そ一（ノ）イ也け“，」一一．＼’C｛iHi　i．i’ttt　1リ『と　し、一こ菊〒障薙L．ナこ’t、（ノ）一⊂・El；）る．

その1いで静岡り1しの寄附による鉄筋コソクリー一ト造2陪犯

約67．2」’ro）X紡｛室，’i　E∫湿∫i微鏡室ノ乏ひ1”〈｜lil室と公務1－1

宿舎棟ガ1ある．’jiき糸，‘1三き毎年建物は」僧築された．

　　」見fi三3ヶ臼㌦こ］曽、i斐さ〕｛／一～1，（ノ）i二川P，　’／イソト’一フ゜zメ；v，

f扱ノヒ牛勿’ノ：1険’ぷ：，　ネラぐ　ミfミP］育1コi・，　1漏1剤lel，it・1－S［：いよOご放」1、j紡（’元・：

び）1曽築’lrgと’fyミEb．）｛）．

実験圃場名

川

川

lJLi

＾　iiKf　I［i’tl

　　　〃

瑳〔一’

東四
し｝．c　／r亀

東ノミ

〃

番川

　〃

〃

〃

Lt

他i三

実　験

　676．9J－・lz

I，713．8．卜r

l，762．4．卜1《

　　　940．0」・・ド

　2，543．4」平

　2，373．3．トド

　　　540．0」ピ・ド

　10，549．8．卜1：

水1日　　180」・r

圃 場

斗il受臼：4勿

　　〃

〃

　　　〃

itきk“’・］’li’　；．1，こ）ご・　・　El・，k　f／I　T牛勿

弓き樹

4き1i吋）1－∴」．1つこク　ヌ　．1一

・▲

■

t，

年　度

｜1召Tll　25

　　　　26

　　　　27

　　　　28

　　　　29

　　　　30

　　　　31

　　　　32

　　　　33

別

でド

経
’；11．　　　’rfi（

14，790，00011」

17，914，000

20，296，0（工0

26，223，（工00

26，352，000

26，108，000

28，884，000

34，629，000

50，709，000

／’it月9；～曽糸ili・’ti亡

　　　　　　　o川

　　　　　　　0

8，770，000

3，314，000

1，445，000

4，754，000

7，400，000

6，574，000

6，012，000

杉：1〔lYJ　ftJ卜1ブじ　ゼ1亡

　　　　　　　o川

　　　　　　　0

7，080，000

5，530，000

　　　　　　　0

5，600，000

5，600，000

5．000，000

8，000，000

t：1”γ二｛！片’ブピ’eli：

2，518，079｝t］

3，066，000

1，870，000

2，980，923

4，087，059

3，630，000

3，69（♪，oOO

4，050，000

9，188，810

そ　　の 他

o円

0

0

0

　95，000

175，000

385，000

200，000

　　　　　0

■
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　　　　　　　　主な研究用栽培植物

　コムギ，エジロープス，オオムギ，ミズイネ，オカイ

ネ，スイバ，メラソドリウム，アサガオ，アサ，コルヒ

クム，ホウレソソウ，パソジー，スイカ，ダイコソ，サ

トウキビ，アスパラガス，スイセソ，タバコ，クワ，ク

ヌギ

庭園および道路

　観賞用樹木としてまた品種保存のため，ツバキ，サク

ラ，カエデを多数蒐集し，構内に植え付けてある．ツバ

キの一部，サクラの大多数は毎年開花し，構外道路のサ

クラと共に皆の目を楽しませている．そのほかアメリカ

より贈られたメタセコイヤも本館前に植えられてあり，

貴重な資料となっている．

諸 ム
云

　雑　誌会

　主として外国雑誌に発表されれ論文の抄読会である．

盛夏の時季を除き，毎週火曜日に開く．

　Biologicαt　8〃〃rposia　of　Misima

　英語で行う研究発表または視察談等で質問も英語です

るのを原則とする．英語のspeakingとhearingの練

習を目的とし随時開催する．外国より有名学者の来所に

あたっては講演をし，その目的を促進する．

　日本遺伝学会三島談話会

　研究所ならびに附近在住の会員により組織され，研究

成果の発表並びに討論を行う．原則として，月1回開か

れる．

　染色体学会三島例会

　所内ならび附近在住の会員により組織され随時開催で

年1回位行う．

諸　規　程

　部長会議規程

　第1条　国立遺伝学研究所に部長会議（以下会議とい

う）を置く．

　第2条　会議は所長および部長をもって構成する．

　第3条会議は所長の諮問に応じ，左の事項を審議す

る．

　1．重要な規定及び内規の制定および改廃に関する事

項．

　2．職員定員の配置に関する事項．

　3．

　4．

　5．

　6．

　7．

項．

　8．

　9．

第17図研究発表
重要人事に関する事項．

予算要求に関する事項．

研究費予算配分に関する事項．

研究及び業績報告に関する重要な事項．

研究に関する施設の設置および廃止に関する事

　第4条

所長事故あるときは，あらかじめ，所長の委任した部長

がその職務を代理する．

　第5条　会議は構成員の過半数が出席しなければ，議

事を開き，議決することができない．

　第6条議事は出席者の過半数で決し，可否同数のと

きは議長の決するところによる．

　第7条　所長は必要があると認めたときは，構成員以

外の者を会議に列席させ意見をきくことができる．

　2・前条により会議に列席した者は議決に加わること

ができない．

　第8条会議は定例会議および臨時会議とする．

　2．定例会議は原則として，毎月第1，第3水曜日に

開き，臨時会議は所長が必要と認めたときまたは構成員

の過半数から請求があったとき開く．

　第9条　会議に幹事を置き，庶務部課長をこれに充て

る．

　第10条　幹事は会議に出席し，議事録を作成する．

　客員内規

　第1条　この研究所に客員を置くことができる．

　第2条　客員は遺伝学研究に造詣深いもので，この研

究所において研究を希望するものの内から所長がこれを

決める．

　第3条　客員は所長の指示に従がわなけれぱならな

い．

　第4条　客員は遺伝学研究をなすため，この研究所の

諸設備を使用することができる，

渉外に関する重要事項．

その他研究および運常に関し，所長の必要と認め

た事項．

　　所長は会議を召集し，その議長となる．但し，
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　第5条　客員はこの研究所の諸設備を使用してなした

研究業績を所長の承認を得て発表することができる．

　第6条　客員が研究発表をするには，この研究所の業

績報告書を用いることができる．

　特別研究生内規

　第1条　この研究所に特別研’究生を置くことがてき

る．

　第2条　特別研究生は，大学またけ判“1学校において

関係学科を修めまたはこれと同等以1：の学力～じ）る者にし

て所長が特別研究生として適当であると㍑めたものに限

る．

　第3条特別研究生とじζ指導を受けようとするもの

は，所長あて，左の川類を提出して許1｜］を得なければな

らない．

　1．　願書（別紙様式による）

　2．履歴，｛1：

　3．　1イli薦斗犬

　　イ．大学院に在学中のものは所属学長または学部長

　　　　の推薦状

　　ロ．大学または専問学校卒業生にして未就職のもの

　　　　は，最終学校の学長，学部長または学校長の推

　　　　薦状

　　ハ；官庁，公私団体の委任によるものはその所属す

　　　　る長の推薦状

　第4条　牡別研究生は所上ミの命にしたがわなければな

らない．

　第5条　特別研究生の（iJ　i：究期間は1年以内とする．

　但し，1年以一ll研究を継和セしようとするものは，所長

の許ll∫を得て，期間を延長することができる．

　第6条特別研究生の研ラヒに要する諸経費は原則とし

て白己負担とする．

　第7条　官庁，公私団体から委任を受けて特別研究生

となったものは，前条によらないことができる．

　第8条　特別研究生はあらかじめ指導教官の許目∫を得

て，この研究所の諸設備を使用することができる．

　第9条特別研究生は所長の許ll∫を得て指導を受けた

研究業績を発表することができる．

　但し，その場合は，その旨を附記しなければならない．

　第10条　特別研究生がli｝［究業績を発表するときは，こ

の研究所の業績報告書を用いることができる．

　第11条　この内規¢）施行に要する細則は別に定める．

　研修生内規

　第1条　この研究所に研修生を置くことができる．

　第2条研修生は新制高等学校または旧制専門学校を

卒業した者及び新制大学在学中の者若しくはこれと同等

以上の学力ありと認めたもので所長が研修生として適当

と認めたものに限る，
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　第3条　研修生を希望するものは所長に左の詔類を提

出して許n∫を得なけ」ればならない．

　1．願川（別紙様式のもの）

　2．履歴，1｝

　3．卒業証明，ll：（大学在学叩のものは所属学部長の依

頼状：kたは在学証明，ID

　第4条　研修生は所長¢）指・1：に従い指導教官の下で遺

伝学に関する学理と技術を研修する．

　第5条　tv　1修生には原貝1」として給㌦は支給しない．

　第6条伺修生の川修期間は1年以内とする．但し，

　必要ある場合は許可を得て延期することができる．

　第7条　研修生が所定の研修を終rしたときは終了証

明ぷを交付することができる．

　第8条　研修生に成業の見込がないときまたは所長が

その退所を必要と認めたときはこれに退所を命ずること

がでぎる．

稲研究委員会
　「栽培稲の起原に関する研究」の課題に対し，Pック

フェラー財団からの研究費をうけ，昭和32年5月から

5ケ年計画として開始された．その運営ならびに研究費

経理の責任体として所長を委員長とする「稲研究委員会」

が組織されてその内規に基いて活動し，その下には所員

の他に8名の研究員が新しく採用され，それぞれ分担課

題の研究に従事してし・る．また研究の一部は種々の｛訓：究

機関に属する数名の’，lil門家に委嘱されている．研究材料

の収集のためには，今までイソド，タイ，イソドネシア

などにそれぞれ所員または所外協力者が派遣され，また

ビルマベ⊃アフリカにも派遣されるi’定である．既知の野

生稲の大部分はすでに収集された．

　本研究の一1三要な材料である熱帯原産の野生または栽培

稲はわが国では普通の室外圃場での栽培が困難な植物で

あるが，ロックフェラー財団の好意にょり「水田温室」

とr自動短日圃場」とが本研究のため所内に特設され

た．なお熱帯の条件下1こおける研究のため，本研究の一

部は台湾とセイ；uソでも行わ才している．川∫者は台lllの台

ψ弩省，～㌧二農と学1ちヒ（7）1）！V」プ」セこJsL三き，　f麦者eよコ　じ1ソ7］ミ言i卜1山i　iJ子「‘J笏9

としてセイvaソ滞在中の酒井寛一1惇一ヒによって行われて

いる．

委員会組織

委員長

委　員

　〃

〃

〃

〃

幹　事

木原　　均

竹中　　要

酒井　寛一

松村　清二

岡　　彦一

清水　邦夫

杉生純義

（総括・採集保存）

（細胞遺伝）

（集団遺伝）

（形態生理）

（遺伝子・研究連絡）

（庶務・会計）

（庶務）

φ

ヤ

φ

Y



〃 吉川　藤一　　（会計）

　研究組織

1．採集保存班：木原　均，阪本寧男，古川和夫．片

　　川忠夫＊

2．形態生理班：松村清二，藤1卜太朗，根津光也＊，勝

　　屋敬三＊

3．集団遺伝班：酒井寛一▲，木村資牛，井川審也，成

　　瀬隆＊

4．遺伝子班：岡彦一・，森島啓r－＊，n向康吉＊

5．細胞遺伝班：竹中　要，館岡1匝緒，二liJ1：田幸郎＊，

　　下山昭八＊

　（＊は本研究費で採川された研究員または研ラ芒協力者

を示す）

　所外研究協力者

今村駿一一郎　（京大農学部），平塚1「1秀（9↓京教育大学農

学部），一上屋一1：（木原生物1升究所），’ド吉功（岐阜大学農

学部），大j1・次三郎（国・ンニ科学博物館），箕作祥一（H本

大学農獣医学部），高橋成人（東北大農学研究所），胡兆

華（台湾省立農学院），張文財（台湾省立農学院）．

動物遺伝研究委員会

　放射線の遺伝的影響についてはすでに多数の学者にょ

り研究が行われてきたが，なお未解決の問題が多数残さ

れている．殊に少品の放射線に長期間にわたりさらされ

た場合の突然変異の起り力についての知識は未だ貧弱で

ある．

　当研究所では「動物における放射線の遺伝的影響に関

する研究」の課題に対し，ロックフェラー財団より研究

費をえて，研究組織をつくり昭和33年12月より3年計

画にて実験が開始された．しかしてこの研究における運

営ならびに研究費経理を審議し，その実験結果を検討す

るため所長を委員長とする動物遺伝研究委員会が組織さ

れ，その内規に基いて活動し，その下にはこの研究に関

係ある所員の他に5人の研究員が新しく採用されてそれ

ぞれの分担課題の研究に従事している．また研究の一一一部

は外部の研究機関に属す‘る1，2の専門家に委1属されて

いる．

　研究組織は次のごとくである・

委員会組織

委員長

委　員

　〃

〃

〃

〃

幹　事

木　原　　　均

吉　田　俊　秀

辻　田　光　雄

旧島彌太郎
菅　原　　　努

清　水　邦　夫

杉　生　純　義

（総　括）

（細胞学）

（生化学）

（突然変異，昆虫）

（突然変異，哺乳動物）

（J，ki務・会言卜）

（庶務）

1．

2．

3．

〃　　　　　　＝ヒ

　　　　ロ

研究組織
総　　括

糸川胞学
！il　イ・ヒ　”）’：

4．　突然変異
　　（昆虫）

川1　藤　　一＾　　　（会計）

5篇㌶膓声原努・」・Jll

6．集団遺伝　大島長造，山田行雄，平　俊文，北川

　　　　　　　修＊

　（＊は本研究費で採用された研究員または研究協力者

　　　を示す）

　所外研究協力者

牧野仏二郎（北海道大学），rい井　斌（京都女子大学）

木原　均

1ヤ川俊秀，森脇和郎，内況和彦＊

」上川光印，名和…郎，・j・川恕人，」」・〈川文

il・

P，飯野徹雄，斎藤和男＊

田島彌太郎，木村資生，稲hl栄・，鬼丸

喜）／i治，佐渡敏彦＊

　　　　　　　　活

　　　　　秦野たばこ試験場三島分場

　口本・草売公社はタバコ1吊種改良の基礎研究を遺伝学til　li

究所に委託している．これにともない．昭和25年2刀

秦野たばこ試験場三島分室（現分場，たばこ研究室）が

研究所内に設置され，タバコの肥培管理を担当し，併せ

て研究を行なっている．

　たばこ研究室人員

　分場長　　田中正雄

　分場員　　綾部富雄，川n富次，長島利義

　委託研究内容

課　　　題　タバコ品種改良の基礎研究

研究担当者木原均
　研究項日および分担者

1）

2）

3）

4）

5）

6）

タバコ実用形質の遺伝（酒n：寛一）

タバコ属の細胞遺伝学（竹中　要）

種間交雑および倍数体における優良形質の遺伝

Gl∫取和夫，フロラー，アリス，リリエソフエルト）

放身1線による突然変異の誘発と利用（松村清二）

タバコ育種法の基礎（田中正雄）

タバコより発散する蚕の毒物（辻田光雄）

財団法人遺伝学普及会

　沿　革

　昭和22年5月財団法人遺伝学研究所の設立を見た

が，国立遺伝学研究所の設立せられるに及び，もっぱら

遺伝学普及事業を行うこととなった．

　役　員

　会長　木原均
　理　事　　和田文吾，田島彌太郎．篠遠喜人，竹中要

　　　　　　松村清二

　監　事　　辻田光雄，酒井寛一，大島長造
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　常任理事　　竹中要，田島彌太郎

　事業概況

　雑誌「遺伝」編集のため毎月1回東京または三島で編

集会議を開く．遺伝学に関する学習用プレパラート配

付，遺伝学実験用小器具の改良，新考案の製作，配付，

幻灯用スライドの製作，配付，遺伝学実習用小動物及び

植物の繁殖及び配付．

　　　　社団法人　全国種鶏遺伝研究会

沿　革

　鶏の経済能力は年問沌産鶏の続川1・二より㍑しく向トし

たかに見えるが一・般の水準IJ．氾三低く産卵指数ではその

進歩が著しく遅れている．木会は兜の遺伝育種学1’1勺研究

を日的として，‖召和25年91」241｜発会式を挙げ昭和

27年4月23「1社01法人o）1認ll∫を得て登，氾禎でrし国、∪：

遺伝学研究所内に社卜月法人全国種鶏遺伝研究会を置ぎ，

事業を開始したが，昭和29年7刀国立遺1ヱ1学研究所に

応用遺伝部の新設されるに及び研究部門を国立遺伝亘了二研

究所に託し，鶏舎ならびに管理人，宿舎は国庫に寄附し

た．現在，本研究会としては優良鷲種を会員に配付する

ことをその主要事業としている．

組　織

　a・会員　昭和33年12月31日現在，正会員180

　　　　　　名，準会員27名，賛助会員3名，特別

　　　　　　会員50名である

　b．役員　会長　木原　均，副会長　酒井寛一・

　　　　　　米野与七郎（正会員）高橋広治（正会員）

　　　　　　常務理事，酒井寛…（兼）理事，

　　　　　　li記4名の外16名

　　　　　　監事2名，参与10名

　c．顧問　6名

事業概況

　1．　種雛の配付

　2．研究会の開催（年2回）

主なる来訪者

昭和32年1　JJj　2911
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2月11’1

2月23日

5月1日

5月3日

5月11日

ロックフJ、一つー・財団85学部委員

R．F．　CHANDLER，　Jr．

コロソボ計画にょる研修ノヒイソド

農業研究所員S．S．　RAJAN．

参議院議員石黒忠篤．

ロックフェラー財団動物医学部委

員R．K．A．　ANDERSON．

エジプト，カイロ大学助教授W．

A．WARID．

全国大学教授連合会長欠内原忠雄

　　　　　　　　　　外50名，

　　　　　5月21日　オークリッジ放射線研究所Dr．K，

　　　　　　　　　　C．ATWOOD　が来所し「アカバ

　　　　　　　　　　ソカビの致死突然変異」について

　　　　　　　　　　講演．

　　　　　；閻㍑＝㌫蕊三㌶：

　　　　　　　　　　関する共同研究‘ノ）ため来所し「集

　　　　　　　　　　団による遺伝的負荷」について講

　　　　　　　　　　演．

　　　　　；1よ1己｜巡ぎ鷺糸刑包

　　　　　　　　　　遺伝学研修のため来所し，　「エジ

　　　　　　　　　　プトにおける作物育種の現況」に

　　　　　　　　　　つし、一（二言1｜占i〈IJ｛．

　　　　　7／jgl｜　米国：・一ネル大学育種学教室Dr．

　　　　　　　　　　H．L．　EEVERETT．

　　　　　7J－］　24　H　米国横浜領』ll：D．　M．SUMMERS，

　　　　　　　　　　文化セソター館長M．E．　LEE，

　　　　　　　　　　日米文化協会小松孝．

　　　　　7月26日　米国パサデナ市都ri’i縁組委員長

　　　　　　　　　　E．WILSON氏夫妻．

　　　　　8月15日　イラク，バクダード大学教授Dr．

　　　　　　　　　　Abas　AR・RUSHDI．

　　　　　8月24日　放射線医学総合研究所長樋n助弘

　　　　　19月31日　スエーデソ国ホルソベルグ農業研

　　　　　　　　　　究所Dr．　S．　A．　HOLMBERG．

　　　　　11月8日　中国（台湾）1．C．A．研修生，葉

　　　　　　　　　　明桜外5名．

　　　　　12月9日　印度西ベソゴール州立農科大学教

　　　　　　　　　　授Dr．　A．　T．　SANYAL．

昭和33年2月20n　西ドイツMax・Plank．　Institute

　　　　　　　　　　For．　Medical　ResearchのDr．

　　　　　　　　　　RIcHARD　KuHNが来所し，研究

　　　　　　　　　　施設を視察の後「Chemical　Pro－

　　　　　　　　　　blems　of　biological　resistance」

　　　　　　　　　　について講演を行った．

　　　　　2月27日　参議院議員　ヒ林忠次

　　　　　3月7rl　米国イリノイ大学教授Dr．G．F．

　　　　　　　　　　FRAENKEL氏が来∫り↑し，　「Insect

　　　　　　　　　　nutrition」についてjl4演した．

　　　　　5月1日　ロックフェラー財団農学部委員

　　　　　　　　　　R．F．　CHANDLER，　JrおよびJ．

　　　　　　　　　　G．HARRAR．

　　　　　5月27日　台湾省農林庁技師　陳連富

　　　　　6　JJ29［　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　蕉和期汐鳥

　　　　　7刀11FI　イソドマイソール大学教授K．

　　　　　　　　　　NARAYAN．

φ

⑱

’
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7月12日

7刀16n

9月19rI

9Jl　20　1’1

10月9日

10刀20日

10月23日

11月1日

11月5日

12月3H

12月8日

12刀22n

科学技術庁原子力局

　政策課長島村武久
　アイソトープ課長　鈴木　ff－一

　同　　　課長補佐　松友　信寿

　政策課長補佐黒田政次郎

rl本専売公Mi総裁　松隈　秀雄

　　〃　　副総裁　イf［H　吉男

，，lt，i：売事業i審議zミ委員長　渋沢敬三

　　外5委員

東京芸術大学長　．1二野　直昭

イラソ国研修生ブイリッピソ大学

JouENTIoN．　B．　SARIANo外9名

イソド元中央イネ研究所長　Dr．

PARTHASARATHY．

ロックフェラー財団農業部委員

R．F．　CHANDLER，　Jr．

カナグ穀物管理局研究所穀物化学

研究員Dr．　J．　HIYNKA．アルバ

ータ大学穀物化学研究員Dr．　A．

G．M．　MICALL．

インド・サーニー研究所名誉所長

Mrs．　SANI．

コロソボフラン研修生J．HARA－

HAp．，　M　KOEsRLN．，　P・PRAYu’

RANONG，　W．　CROcKER．（RICE．

Research．　Institento）

パキスタソ留学生（Agricaltural

Research　Station）

A．ANMED．外3名

宇都宮大学長　川内源登

原子力関係留学生台湾省農業試験

所技師　黄真生

昭和34年1月24日

2月11日

3J］　11　rl

3月14日

3月24日

3月29「i

3月31日

4月6日

4月16日

4J］　23　Fl

鹿児島大学長　福田得志，件賀大

学長　今中次麿

米国コロソビヤ大学教授Dr．　F．

J．RYAN夫妻．

フルブライト交換教授Dr．　STRA．

USSが来所し所内1り1究施設を見学

の後「Biological　effects　of　the

decay（Physical　transmutation）

of　encorporated　radioisotopes　l

につき講演を行った．

文部省大学学術局θ1：究助成課長叩

西勝治

ロックフ．zラー財卜］1　Dr．　John．

MCKELVERY．

西独連邦共和匡1原子力水力経済大

臣Dr．　Ing．　Siegfried　Balke．

大臣秘、｛1・官Dr．　H．　Von，Martius

rJi：litl科学／7　Dr．　Hans，　Saves

千葉大学園芸学部長　加藤　浩

米国パサデイナ市観光団々長エデ

ー奥田，　A．Boardman　Ganfield

夫妻．

農林省横浜舶物防疫所国｜際課長清

水恒久，横浜防疫所清水支所長

大蔵省一1：計局丸川“1汗r，文部省第

1P算班小林主査

所外における研究活動

　外国出張　（昭和32年～昭和34年5月）

　海外視察及び海外留学のため外国出張を下記のとおり

発令された．

出張先

米国及び
｜1｜華民国

印　　　度

セイ　ロソ

米　　　国

イソド及び
セイ　Pソ

　　〃

米

〃

国

氏　　名

岡　　彦一・

田島彌太郎

酒月・

津田

岡

館岡

大島

吉田

寛一・

誠一

彦一

亜緒

長造

俊秀

　　目　　　　　　　　　　的

稲の遺伝に関する研究及び視察のため

イソドにおける蚕糸業の技術指導のため

水稲育種の技術指導のため

電子顕微鏡による遺伝子作用の研究

稲の採集及び調査のため

〃

ショウジョウバエの集団遺伝学的研究

癌の細胞遺伝学的研究

経 費

ロックフェラー財団奨励金

印度政府

コロソボ計画

ワシソトソ大学奨学金

ロックフェラー財団究研費

〃

ロックフェラー財団奨学金

ボストソ小児癌研究所奨学
金

期

自32，
至32．

自32．

n32，
至34，

至33，

至33，

6，

8，

9，21

9，　5
9，　4

　　1
9，30

　　2
1，31

間

　8
　3

ヨミ　32．　12，　20

1’132，10，

自32，10，

　　　〃

自32，10，12
至33，10，16
自　32，　10，　29

至　33，　12，　17
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出張先

　　tr

カ　ナ　ダ
アメ　リ　カ

メキシコ

　　〃

カ　　ナ　　ダ

アメ　リ　カ

中華民国
タ　イ　国

rh華民国

アメ　リ　カ

〃

氏

近藤　宗平

木原　　均

松村　清二

田島彌太郎

岡　　彦一

竹中　　要

木原　　均

菅原　　努

名1　目　　　　　　　的

　　放射線の線質と生物的効果に関する基礎
　　研究
　　第10回国際遺伝学会議及び国際小麦遺
　　伝学会議出席のため

　　　　　　　　〃

　　雛10川国際遺伝学会議及び国際放身」線
　　学会議出席のため

　　稲の採集及び調査のため

　　稲の細胞遺伝の研究及び調査のため

　　1964年東京オリソピック大会招致運動及
　　び遺伝学研究のため，各大学視察のため，

　　放身1線遺伝学の研究のため

　経

科学技術庁原子力留学資金

国際小麦遺伝学会議

〃

国際遺伝学会議

ロックフェラー財団研究費

〃

日本体育協会

vックフ。＝ラー財団研究費

自33，　1，31
至　34，　　3，　14

自33，8，8
至33，　9，30

　　　〃

自　33，　8，　　6

至33，　9，22

白　33，　10，　　1

至34，2，1
自　33，　10，　31

至　33，　11，　19

自　34，　　2，　16

至34，3，　5

自34，4，3
至　34，　7，　31

　　　　　　　　来訪研究員

　（1）　米国ウィスコソシソ大学教授James　F．　CRow

は木村教官と「集団遺伝学の理論」の共同研究を行うた

め自昭32，7，1至昭32，9，10来itj研究員として滞在

した．

　（2）エジプト，カイロ大学助教授Warid．　A．WARID

は酒井教官指導の下に「ll’藷および疏菜の細胞遺伝学研

究」のため自昭32，7，1，至昭32，7，31．来訪研究員

として滞在した．

　（3）　IAEAのFelloshipに基くアイソトー一プ海外研

修生として下記の者が松村教官指導の下に来訪研究員と

して滞在する．

　黄真生（台湾農業試1験所技土）放射線の生物への効果

　　　　　（自［1召禾日　33．　11．　1G．　至11召不n　34．　11．　15）

　林宝会（台湾省台中農業改良場技士）稲の放射線育種

　　　　　（自1昭和34．2，7．…〒ミ日召禾r134．3．31）

　黄正華（台湾省立農学院助教授）稲の突然変異の研究

　　　　　（自昭和34．2．7．至昭和34．3．31）
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